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５月の下旬から、本事務所管内
の１２市町村の各学校において、

『重点支援訪問』及び『支援（計画）訪問』がス
タートしました。
『重点支援訪問』については、県教育委員会と市
町村教育委員会の指導主事等からなる「支援チー
ム」による訪問で、『支援（計画）訪問』は、市町
村教育委員会と教育事務所が連携した学校訪問
となっております。
どちらの訪問においても、右の『授業改善４＋４
のポイント』の徹底 と 「 迅速・丁寧な対応」をコンセ
プトに、市町村教育委員会と緊密に連携を図りなが
ら実効性のある学校支援訪問を目指しています。
日頃の授業を見せていただき、子どもたちのために
授業改善について一緒に考えていきましょう。

重点支援訪問及び支援（計画）訪問が
各学校でスタート！

管内の重点支援校訪問では、〔参観授業＋フィードバック〕を年間３
回実施します。
フィードバックは、参観した支援チームメンバーと授業者との１対１で
下のような内容で、和やかな雰囲気の中で行っています。
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① 『授業改善４つのポイント（個々の教師の授業に対するチェック
ポイント）』に照らして、本時の成果と課題を洗い出し、今後の改
善点について一緒に考えます。
② 学力調査の結果を提示した上で、児童生徒個々の習熟状況を
分布でとらえ、どの児童生徒をターゲットに授業を行うのかを一緒に
考えます。

③ 次回の訪問までに解決していく課題を一緒に整理していきます。

重点支援校訪問
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「３号」でもご紹介しましたが、中部教育事務所では独自の

取組として、「校内研究支援」を行っております。
早速、多くの学校からお申し込みをいただき、それぞれの学校と
やりとりをはじめております。実際の支援は右の写真のように、具
体的な資料やデータを提示しながらの内容となります。
今後、夏休みを中心に、各学校の研究主任の先生方と、「学
力調査の結果」の生かし方や、校内研究の在り方、授業参観の
視点など、各学校のニーズや課題に応じた支援を行っていきます。
授業改善や校内研究でお悩みの学校は、どうぞ今からでも結構
ですので、各地区指導主事までご連絡ください。
中部教育事務所の本年度のスローガンは『協働』。学校と「協
働」して、子ども達の確かな学びのために、できる努力をしていきま
す。

「校内研究支援」で各学校のサポートを！
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自ら学ぶ事務所スタッフ：
所内勉強会を自主的に行っています。

４月から新たなメンバーでスタートした中部教育事務所ですが、
各学校のニーズに応じた研修や支援が行えるよう、自主的な勉強
会が何度も開いています。
日常的な業務の中での会話が勉強会につながり、 「支援の質」
を高める勉強会となっています。

ある本の中に「学び続ける人しかチャンスをつかめない。」という
言葉がありました。めまぐるしく変化する時代の中にあり、教える私た
ちこそが「学び続け」なければ、これからの時代を担う子ども達
を育てていくことはできないのではないかと考えます。
私たち教育事務所職員は、これからも

学び続けていきます。


